
  

適時・適切な利用を！ 
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救急車の 

 

～こんな症状があったら、迷わず救急車を！～ 

～迷ったら、救急受診ガイドや、＃７１１９を！～ 

 

救急車を 

上手に使いましょう 

(総務省消防庁) 

 東京消防庁ホームページや公式アプリ

からご利用できます。病気やけがの緊

急度、医療機関での受診の必要性など

が確認できます。 

東京版救急受診ガイド 

 症状に基づき、緊急性の有無に関する

アドバイスや受診可能な医療機関の案内

などを行っています。「＃７１１９」と

ダイヤルするだけで、２４時間３６５日

いつでもご利用できます。 

東京消防庁救急相談センター 

※症状は一例です。 

 例年、夏季は気温の上昇とともに熱中症による救急需

要が増加します。救急出場が増えると、通報を受けてか

ら救急車の到着までに時間を要し、救える命が救えなく

なってしまう可能性があります。 



夏の事故防止対策 

 荒天時や天候不良が予測

される場合はレジャーを

中止しましょう。 

 使用済みの木炭を捨て

る際は、水道水などで

十分に浸してから捨て

ましょう。 

【問合せ先】 
 

大  森消防署 ０３-３７６６-０１１９ 田園調布消防署 ０３-３７２７-０１１９ 

蒲  田消防署 ０３-３７３５-０１１９  矢    口消防署 ０３-３７５８-０１１９ 

 
  

 

 高温多湿な環境下に長くいると、体内の水分や塩分のバラ

ンスが崩れ、体温調節機能が低下します。その結果、体内に

熱がこもることで、めまい、吐き気、頭痛などの様々な症状

を引き起こします。 

熱中症対策  

 

〈水分補給は計画的かつ、こまめにする〉 
 

〈高温・多湿・直射日光を避ける〉 
 

 

～河川やプール等での水の事故を防ぐために～ ～バーベキュー時の火災を防ぐポイント～ 

屋内では・・ 

 扇風機やエアコンを使用しましょう。 

 ブラインドやすだれで直射日光を遮 

りましょう。  

屋外では・・ 

 帽子や日傘を使いましょう。 

 日影を選んで歩きましょう。 

熱中症の対策とポイント！ 

 すぐに消火できるよう

水バケツや湿らせた布

を用意しましょう。 

 着火剤の「継ぎ足し」

は、絶対にやめましょ

う。 

 ライフジャケットを着用す

るなど、事故の未然防止に

努めましょう。 

 子供から目を離さず、大人

が必ず付き添って遊びま

しょう。 

 のどが渇く前に、こまめに水分補給を

しましょう。特に高齢者は注意しま

しょう。 

 起床時、入浴後にも水分

補給をしましょう。 

 大量の汗をかいた時は、

塩分も補給しましょう。 


